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（標準語） 

１ 福島語では、「か行」「た行」および別表の 50音図に示した「つぁ行」の音が濁音と同

じ音で発音されることがある。例えば、「はたく」という語はハダグ [hadaɡɯ̈] と発音さ

れることがある。しかし、これらの音は清音として発音されることもあり、すべて濁点を

つけると読み書きしにくいため、濁点をつけずに表記する。 

  例）（布団を）はたく 

  ※ ハダグ [hadaɡɯ̈] とも発音されるが「はだぐ」とは表記しない。 

 

２ 福島語では、標準語の「き」に対応する音が語頭でチ [tɕï] と発音されることがある。

しかし、この音はキ [kï] と発音されることもあるため、「き」と表記する。 

  例）きれ（布） ※ チレ [tɕïɾe] とも発音されるが「ちれ」とは表記しない。 

 

３ 古典的な福島語では、ズーズー弁的特徴として、標準語の「い」と「え」、「し」と「す」、

「ち」と「つ」、「じ」と「ず」に相当する音の区別がない。しかし、現代の福島語では多

くの話者が区別するため、これらの音を標準語の区別に準じて表記する。 

  例）書いた／変えた 

    ※ 古典的な福島語ではどちらもカエダ [kae̝da] と発音されて区別がないが、標準

語に準じて「い」と「え」を書き分ける。 

  例）くじ（籤）／くず（屑） 

    ※ 古典的な福島語ではどちらもクズ [kɯ̈zɯ̈] と発音されて区別がないが、標準語

に準じて「じ」と「ず」を書き分ける。 

 

４ 福島語に特徴的な終助詞・間投助詞の「ハ」は、係助詞（とりたて詞）の「は」と区別

するためにカタカナで表記する。 

  例）それはハー、早めにやっちまうべハ。 

 

５ 福島語では格助詞の「が」「を」を使わずに主語、目的語を表すことが多いが、助詞を

書かないと読みにくいことがあるため、書きことばでは適宜「が」「を」を補う。 

  例）「犬穴掘ってる。」では読みにくいので「犬が穴を掘ってる。」と書く。



（福島語） 

１ 福島語では、「か行」と「た行」、あと、別に書いた 50音図の「つぁ行」の音が濁音と

同し音で発音されるときがある。例えば、「はたく」っつう単語はハダグ [hadaɡɯ̈] って

発音されるときがある。ほだけんと、清音として発音されることもあるし、わざわざ全部

さ濁点つけっと読み書きしにくいから、濁点つけねえで書くことにする。 

  例）（布団を）はたく 

    ※ ハダグ [hadaɡɯ̈] って発音されるときもあっけど、「はだぐ」っては書かねえ。 

 

２ 福島語では、標準語の「き」にあたる音が単語の頭でチ [tɕï] って発音されるときがあ

る。ほだけんと、キ [kï] って発音されるときもあっから、「き」って書くことにする。 

  例）きれ（布） 

    ※ チレ [tɕïɾe] って発音されるときもあっけど「ちれ」っては書かねえ。 

 

３ 古典的な福島語は、ズーズー弁だから、標準語の「い」と「え」、「し」と「す」、「ち」

と「つ」、「じ」と「ず」にあたる音の区別がねえ。ほだけんと、現代の福島語では、だい

たいみんな区別して発音してっから、書くときも標準語と同しように区別して書くこと

にする。 

  例）書いた／変えた 

    ※ 古典的な福島語だとどっちもカエダ [kae̝da] で区別ねえけんと、標準語と同し

ように「い」と「え」を書き分ける。 

  例）くじ（籤）／くず（屑） 

    ※ 古典的な福島語だとどっちもクズ [kɯ̈zɯ̈] で区別ねえけんと、標準語と同しよ

うに「じ」と「ず」を書き分ける。 

 

４ 福島語でよく使う終助詞・間投助詞の「ハ」は、係助詞（とりたて詞）の「は」と見分

けがつくようにカタカナで書くことにする。 

  例）それはハー、早めにやっちまうべハ。 

 

５ 福島語では格助詞の「が」とか「を」を使わねえで主語と目的語を表すことが多い。ほ

だけんと、助詞を書かねえと読みにくいときがあっから、書きことばでは必要なときに

「が」とか「を」をつけることにする。 

  例）「犬穴掘ってる。」では読みにくいから「犬が穴を掘ってる。」って書く 


